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海を渡る鳥は、波間を漂う流木に憩うという。離婚一それは旅の半ばの一つの出来事。

新たな旅立ちをした女たちはいま手をとり合い、女であるがゆえの偏見と差別に向きあう。

ハンド・イン・ハンドは、生きやすい社会をめざし支えあう女たちの、流木である。 Vo1．2
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［みなさんの声が政治を変えます］

☆ガソリンの暫定税率の維持をねらっていた政府与党の思惑に反

　し、4月1日から：ガソリンが25円値下がりしたことはご存知の通りで

　す。“暫定”って“しばらくの間”ということなのに、これが34年も続

　いていたり、道路のためだけに今後10年間で59兆円も特定財源

　として使おうなんて、怒りを通り越しますね。教育や医療や年金を

　重視する国づくりを、と望む人の方が多いのではないでしょうか。

☆道路特定財源や：ガソリンの暫定税率等の審議をする財政金融委

　員会の理事として、ストレスの多い日々を送っているのですが、もう

　ひとつ頭を悩ませていることがあります。みなさんにも関係する

　「母子家庭の母の就業支援に関する特別措置法」です。私のよう

　な野党の議員は法律案を作ることはできても、それを成立させる

　ことは至難の技。しかし、バブルの崩壊と小泉改革で疲弊しきった

　母子家庭が倒れてしまわないうちに、母親の就労支援が必要との

　思いで、5年前、与野党を駆け回って、超党派で成立させた特措法

　でした。

☆この3月末で法律が終了するので、もっと実効性のある形に変えて

　延長させようと、各省や他党と何度も打ち合わせて法案を準備し

　ました。

☆札幌母型などによると、今まで請け負っていた老人センターの仕事

　が3件もなくなったり、あるNPO法人では母子家庭に仕事を回せ

　ば回すほど赤字になっています。これは仕事を取る時などの入札

　で価格をどんどん下げられたり、業務が減ってしまうからで、アメリ

　カのアファーマティプ・アクションのように、国や地方公共団体から

　優先的に仕事を出せるようにと考えて作りなおそうとしています。

☆これが通れば、子育てと仕事を両立できる在宅就労も含め、画期

　的に就労支援の実があがります。しかし、やっかいなことに、民主党

　が出している児童扶養手当の削減撤廃法案を撤回しなければ超

党派の特画法の延長はできないと与党が言い出し、民主党の議員

も撤回しないと意地を張る。昨年の参院選で民主党が圧勝したこ

とから、危機感を持った自公が児童扶養手当削減をすでに事実上

撤回しているので、民主党が削減撤廃法案を取り下げても問題は

ない。ところがどちらも面子を捨ててくれません。

☆特措法の延長はどうなったのですかという声をよく耳にしますが、

　実は以上のような事情があるのです。

☆みなさん「特措法を早く通して」と声をあげてくれませんか。みな

　さんの声は政策を変えていく原動力になります。この会報誌は当

　初、みなさんからの手紙が主体でした。そこからさまざまな企画が

　生まれました。もう一度原点に戻りませんか。どうぞ、何でも思って

　いることを書き送って下さい。みなさんの会報なんですから。それ

　が一般雑誌との違いです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（円より子）
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■ハンド・イン・ハンド会員アンケート／結果報告①■

「ハンド・イン・ハンドの会」の今後に望むこと

　きっかけは、昨年夏に届いた大阪ハンドの会の渡部

梢さんからの問いかけでした。

　「離婚に関する情報発信と当事者ネットワーク作り

を24年問続け、離婚講座も200回近く開いてきま

したが、この2年閤は参加者が減って赤字続き。最近

はインターネットなどでの情報収集も容易で、会合や

講座へのニーズが減っているのかも。運営スタッフも

離婚は過去のものとなって当事者としての感受性が鈍

り、高齢化と共に関心事も変化。見直すべきは、運営

方法か、講座の必要性そのものか、活動テーマの再設

定か。当事者の視点からお聞かせください」。

　たしかに、社会の意識の変化と共に離婚数は増え、

いまや約2分に1組が離婚している時代。それと同

時に情報源と受け皿も増え、ハンドの会に駆け込む離

婚渦中の人は少なくなりました。また従来の会員は子

育ても一段落し、老後の生活を意識し始めています。

　これらの状況を踏まえて、「会の今後の運営」につ

いて、“活動停止”から“対象・目的の方向転換”ま

でを視野に入れて、考え直すタイミングなのかもしれ

ません。そこで、会員のみなさんと一緒に今後の会の

方向を探りたいと、アンケートを実施しました。数回

に分けて、その内容を報告してまいります。

　　　　　　　　　　　　　　　　（藤岡・やまざき）

：◎アンケートは2008年1月1日発行所に同封して、ハンド会員：

：535名に送付。98通の回答が届きました。（回収率18．3％）　：

◎◎◎◎＠＠＠＠◎◎■数字で見る・現在のノ、ンド戯画■◎＠◎◎◎＠＠＠

●回答者数：98人

●平均会員歴：11．7年

［最短0年、最長27年］

●平均年齢：49．9歳

［31歳から71歳まで］
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●一人暮らし：20％（20人置

●2カ所以上で働いている：15％（15人）

〔2カ所11人、3カ所3人、4カ所以上も

1人います。欝状態や体調不良て働けずに

休職・求職中の方が14人〕

●平均年収：30代後半で194万円

◎
◎
◎
◎

蘇州

［同居しているのは……子ども70％（69人）、父親

または母親33％（32人）、夫10％（10人）／複数回答］

●再婚したのは：5％（5人）

［厚生労働省人ロ動態統計（平成18年）によると、

この30年で再婚率は13．7％から25．3％にアップ。

特に女性の再婚が大幅に増えて、結婚総数の16％

が女性の再婚によるものですから、ハンド会員の再

婚率は低め？ちなみに離婚した人の3割が5年以

内に再婚〕

　　　　［国税庁の民問給与実態統計調査（平成18年）に

　　　　よると、平均年収は男性539万円、女性271万

　　　　円。4月のあしなが育英会の発表によると、病気

　　　　や不慮の事故で父を失った母子家庭では137万

　　　　円で、前年比1．7％減です。

ク　　　　ハンド会員の場合は、休職＆求職中で無収入の　　　　ケースもあり、44歳までは同年代の女性の全国

　　　　平均を下回って、30代後半で194万円、40代前

　　　　半で250万円。子育てが一段落した45歳以降は

上回る傾向にあります〕

●県別の返信者数…
　　　　　　　　　　　　　　1
［25都道府県から返信あり］

　　　1　210　331　1

1

1

曇 佐

工
福

嶋 貿 綱

㎜帥輸
穴
本 分

『㍉4｢騰
轟

富
引

出嚢

ロ広
　轟

　
姦
諏郵

器
大
籔

繍
繍
繊
賀

詞

墨田由

麺石
井凋
富藪
由潟

回

舷　長　毬毒

縦　野　蹴

鷺　愛　獅
璽　類

玉上

秋＄轡拳

拠瓢窟織

　繕島

　櫛本群　　　§ミ
馬　　　絃

　察日
曜
　　　葉jll

囲　11151722166

」
■
一
4
一
■
」
■
■
　
4
■
曜

“

（2）



2008年5月1日　隔月1日発行　第240号　ハンド・イン・ハンド

（C）＠＠＠（D

：Q．入会した当時、ハンドの会はあなたにとって：

iどんな存在でしたか？　［自由回答］　　　　　　i

　「心の支え」という言葉が、数多く見受けら

れました。「まわりに離婚経験者がいなかっ

■私にとって、「ハンドの会」はこんな存在…　　■

た」ため「親しい友人にも話すことがで

きず」に、「精神的にギリギリで経済的

にも厳しく、“明日が見えない毎日”だ

ったときに“わらにもすがる”気持ちで

参力ロした」ハンドの会は、「駆け込み寺」

のような存在で、「悩んでいるのは自分だ

　　　　　　　　　　　　　　　　　＠＠＠＠＠

：Q．今、ハンドの会はあなたにとってどんな存在：

iですか？　［自由回答］　　　　　　　　　　　　i

　こちらの答えは、現在の会員の状況によって千差万

　　別。なかなか一括りにはできません。

●会報を読むたびに

「みんな頑張っている

んだな」とやル気がわ

いてきます。（新潟県

Uさん：42歳会員歴

12年）

けではない、みんな通ってきた道だと確認」し、

「共有できる仲間がいるという安心感」

を得て、「苦しみを共有し、愚痴を吐き出し」、「本音で」

「何でも話せて、泣かせてくれて」、「力づけられた

●会で知り合った方々

から、夜つらくて眠れ

ないときにメールで返

事をもらったりして、生

きるのを繋げました。

（京都府Mさん：44歳、

会員歴6年）

り支えられたり」し

　ながら、「少し

　軽くなって」、

　「少しずつ考

　える力、生き

　る力、前に向

　かって歩く力を持

つことができた」、

　　　　　　　　　「味方」になってくれ

　　　　る存在だったようです。

　　　　　「相談」の場や、離婚につ

いての具体的な情報を得る「情報源」と

　「恩はあるが、くされ縁」

離せない」というのも、

「私の一部」「不可欠」と言い切る人もいれば、

「今は必要ない」けれど「何かあれば相談で

きる場所があるという心のよりどころ」だから、

　「会員であり続けることの安心感」は捨てが

　　たいようです。「仲間がいる」から「も

　う少し関わっていこう」とも思います。

　　　　　　　　「なんとなく続けていて切り

　　　　　　　「生活が安定した現在」の本音

です。でも、「自分の人生を肯定できる」「前

　　　向きのエネルギーをもらえる」場だから、

●子どもも大きくなり離婚の

ことより自分の老後に問題がシ

フトしており、（講座や例会など

の）テーマも出たいと思うもの

が少なくなっています。（兵庫目

Kさん54歳、会員歴20年）

して活用された方も多数。不安定だった時期を乗

り切る「命綱」だったという声もありました。

「生涯、メンバーと交流」して「こ

れからの支えあいの会」にした

いな…という声も。「離婚に関する

新しい情報を新聞より早く得られる

　情報源」というの1よ円より子代

　表が国政に身をおいているから

　　　こそのメリットです。
●離婚を通して人生を考えさせてくれるとこ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「気持ち的には卒
ろ。同じ痛みを抱えた仲間であり、これから
も続けてもらいたい。自分の経験が他の人　　　業」したけれど「恩

のためになるのであれば役に立ちたい。（千　　返しの場」として、

葉県Hさん：47歳会員歴8年）　　　　　　　今、悩んでいる人の役

　　　　　　　　　　　　　　　　　　に立ちたいとも思う…そん

な姿も窺えました。

＠＠＠＠＠

：Q．今後、ハンドの会に期待するのは、どんなご：

：とですか？［複数回答］　　　　　　　　　　　　：

■「ハンドの会」にはこんなことを期待したい■

　「情報を得る」「サービス提供を受ける」「交流する」

ことに期待する人が、それぞれ60％以上。「（専門家に）

相談する」が25％と低めなのは、すでに渦中を過ぎた人

が多いからかもしれません。

　では、具体的にはどんな情報が欲しいのでしょう。自由

記述を大まかに分類すると……

①「子育て終了後の老後の生活関連」31人

②「子ども・現在の生活仕事関連」23人

③「法律制度政策関連」20人

④「ハンドの会の活動内容関連」6人

　　・という結果で、「老復」が大きな関心事です。

（D＠＠＠＠

　何を通じて情報が欲しいかを問うと、下の結果で、「定

期的に届く紙の発行物（会報誌など）」がダントツ1位。で

も、「インターネット」経由でリアルタイムに近い形で情報

（3）
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を手に入れたい人も3割近く

●会報誌はあるにこした

ことはありませんが、希望

者には（有料でも）メール

マガジン形式で配信する

と、発送の手早と郵送料

の負担も減るのでは？

（大阪府さん：55歳、

会員歴6年）

●会報誌は必要。メ

ルマガやHPとは違

う、紙ペースの良さ

があると思います。

（埼玉県Yさん：47

歳会員歴18年）

いて、「ホームページの充

　実」と「メールマガジ

　ン配信」を望む人も、

　　年代を問わずに相

　　　当数います。ただし、

　　「パソコンがないの

で現状のままで」の声も多

数ありました。提供して欲しい

サービスの1位も「会報誌の

発行」（34人）です。

　　　また、提供サービスの

　　　希望2位

　は「円より

子の国政報

告（母子家庭に関

●離婚またはシングル家庭

に関する法改正のいち早い

情報が欲しい。（兵庫県Kさ

ん：48歳、会員歴9年）

する）」が31人。

●今、渦中にある人への政

策的な支援が広く必要だと

考えます。（香川県Hさん：

57歳、会員歴19年）

会のスタート時に盛況だった「ニコニコ離婚講座」を望む

のは12人、「講演会」は13人と減少傾向にあります。

　今後も「同じような悩みを共有する」場であることを望

む人が44人。「会員同士のコミュニケーション」を望むの

が39人、自分の暮らす地域で

●各地でさかんに交流

が行われることを望み

ます。（広島県Rさん：37

歳、会員歴6年）

「各地の会合」があ

ると嬉しいと31人が声

をあげています。会員

同士の交流を望む声は、

地方ほど切実です。

●遠いです、東北と

大阪。なかなか出席

が実現できません。

（宮城県Tさん：45

歳、会員歴5年）

（D＠＠＠＠ ■私が考える「ハンドの会」の“今後”の姿■ （D＠＠＠（D

：Q．「ハンドの会」の“今後”について、どのようi

：にすればよいと考えますか？　　　　　　　　　：

：　a．役割は終わったとして、活動を一旦終える　：

：　b．PRして活性化を図る　　　　　　　　　　：

：　c．対象と運動目的の方向転換をする（自由記述）：

i　d．その他（自由記述）　　　　　　　　　　　i

　円より子代表から投げかけた「ハンドの今後」に関す

る三つの選択肢については、円グラフに表した回答があ

りました。「その他」への記述もおおむね会の継続を希

望する内容でしたから、何らかの形で会の継続を望む

人が97％という結果です。

　「私にとっては必要。なくなっては困る。離婚を考

えても何をどうしたらよいかわからない人も多く、今後

もやはり必要なのでは？　（大阪府Yさん：51歳、会員

歴5年）」という強い声もあれば、「“存在していること”

に価値があると思うのですが、会報誌を購読しているだ

けの身ですので、あまり“存続してください”とはいえな

いと感じています。（兵庫県Nさん：54歳、会員歴7年）」

や「“何”をして欲しいのか思いつきませんが、会その

ものがなくなるのは淋しいというか心細いというか…。

（群馬県Tさん：46歳、会員歴？年）」のように、遠慮が

ちに継続を望む声も。中には「会員同士の交流が持て

る場と時間がもっと多くあれば、参加できる機会も増え

るのでは？それに伴い、手が必要であればお手伝い

させていただきたい。（東京都Mさん：63歳、会員歴

10年）という嬉しいお申し出もありました。

　正直を言うと、今の段階では会のスタッフにも明確

な方向性は見えていません。円より子代表の意思で発足

し、そのキャラクターとエネルギーを武器に、会員のみ

なさんの思いを原動力として継続してきた会です。現在、

専従のスタッフはおらず、各々、日々の仕事をこなしな

がら会の運営や会報誌作りに携わっていますから、なか

なか会員のみなさんのご要望に対応しきれなかったり、

時代の変化の中で大きく舵を切ることにも躊躇しが

ち。でも、今回いただいた、たくさんのヒントやご意見、

声援を糧に、全国のお世話係りさんとも相談を重ねさせ

ていただいて、ハンドらしく、ゆっくりと次のステップを

踏み出したいと考えます。

　右ページで、ハンドの今後へいただいたご意見の一部

を紹介します。さらなるご意見、お待ちしていますね。

■「ハンドの会」の今後に望むこと■

「その他」

14人（15％）

「方向転換」

43人（44％）

「活動休止」3人（3％）

（4）
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　　　　　　　　　　　X・

●「子育て終了世代」を対象に、「回復の暮らしをよりょ

くする」ための活動を目的にしては？（東京都Tさん：46歳、

会員歴15年目

●「子育て組」と「シニア組」等と分ける。（埼玉県S

さん：61歳、会員歴15年）

●男性も含め、広く「シングル」の生きやすい世の中を

目指す活動に。（埼玉県Kさん：48歳、会員歴13年）

●「おひとりさまの老復」的活動を。（埼玉県Yさん：

59歳、会員歴27年）

●離婚のデータベース化もずいぶん図られているのでは？

「ハンドの会」がアーカイプスの役割を果たせる場があれ

ばよいですね。（愛知県1さん：45歳、会員歴10年）

●会のホームページを再有効利用して情報を随時更新し、

会員限定で掲示板を活用し、会員同士のコミュニケーシ

ョンの場とする。（千葉県Mさん：31歳、会員歴2年7カ月）

●女性だけの互助会のしくみづくりを提案して欲しい。女

性同士で集まってグループホームのように暮らす方向性も増

えそうですし。（千葉県Yさん：43歳、会員歴10年）

●子育て終了者で、お手伝いできる人の会を作り、若い方の

母子家庭で困っている人の助っ人になれるような互助の仕

組みがあれば良いと思います。広い自宅のある人が部屋を一

時的に貸す、など。（愛知県Hさん：55歳、会員歴18年）

●インターネットなどでは情報の安全性が判断できないので、

例えば専門家の紹介など、安全な情報の発信源になって

欲しい。（千葉県Hさん：47歳、会員歴5～8年）

●ハンドが企業になって、不動産業者を案内してくれるとア

パート探しの際に助かります。（愛知県Sさん：46歳、会員

歴15年）

●生活が安定していないとパソコンを買えず、インターネット

は大勢にアピールできないと思うが、携帯電話のサイトな

ら若い世代はもちろん、アクセスを簡単にすれば熟年世代も

利用しやすい。（大阪府Kさん：37歳、会員歴10年）

●パソコンを使いこなせず、人と話したい、子育て終了世代

の離婚者への援助を、要望が多いことのみ（例えば電話相

談）続け、積極的には新メンバーを集めない。「老後」とい

うくくりで、ずっと一人で生きてきた女性へも門戸を広げても

良いかも。（兵庫県Kさん：48歳、会員歴9年）

●離婚をした人への就職支援、パートナーを見つけるなど

再婚支援を。離婚問題に関わる専門家との交流を持ち

（法律に関しては弁護士や司法書士、心の問題に関しては

医師金融に関してはライフプランナーなど）、母子家庭を

支える一助に。（愛知県Mさん：56歳、会員歴17年）

》あなため’ご三見も…’……

　お聞かせください。

　FAX．　03－3261－1836

　EII］　info＠kazoku－mondai．co．jp

　「ハンドの会」山崎まや宛

　私たちの生活に直結する法や制度。でも難しい

…。そこで、お酒と知識の吸収力はハンパじゃない、

事務局の向井がわかりやす～くご説明します1

■Q，戸籍のない子どもがいるって本当？

　本当です。実は、民法772条が一因となってい

ます。ここには「離婚後300日以内に生まれた子

は前夫の子と推定する」とあり、離婚してから知

り合った別の男性の子どもを早産した場合などで

離婚後300日以内だと、出生を届けると前夫の子

としてその戸籍に入れられてしまうんです。それ

を避けて出生届を出さずに、無戸籍を選択するこ

とになった子どもが、年間約3000人もいます。

■Q，前夫の戸籍にはしたくない場合は？

　出生届を出してしまった場合、家裁で前夫との

親子関係不存在の確認か嫡出否認の手続きが必要。

でも調停や裁判は時間やお金、精神的負担がかか

る上、子の戸籍に前夫の名前や手続きの記載が残

ります。

　また、前夫が行方不明で調停ができない、DV

等で前夫に知らせたくない、前夫の名前が戸籍に

残るのが嫌などの場合、無戸籍を選択するしかあ

りません。

■Q，戸籍がないと何が困るの？

　実父との親子関係が認められず戸籍上の「父」

ができたり、戸籍のない期間ができることは子ど

もへの重大な人権侵害です。

　戸籍がなくパスポートを作れずに、修学旅行に

行けない高校生のニュースがありましたよね。ま

た、住民票も作れないので健康診断や予防接種の

通知も届かず、保育所入所もできません。医療や

教育、成長への不安を常に抱えることになります。

■Q，それは大変！　何か対策はないの？

　東京都足立区では、2007年2月に特例で住民

票を発行するようにしました。こうした中、法務

省は同年5月に民事局長通達で、「離婚後に懐胎し

た場合は」医師の診断書等で証明できれば後婚の

夫の子どもとして認めるようにしました（戸籍に

前夫の記載は残ります）。しかし、今回の通達で救

われるのは全体の1割ほど。さらなる問題改善の

ため民法や戸籍法改正が各党内で議論されており、

今後、国会に法案が提出されることでしょう。

　1日も早く戸籍のない子どもの尊厳が守られるよ

う、救済の道が開けることを願っています。（向井）

（5）








